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秋といえば運動会、各地で運動会が

開催されていますが(来月号で紹介予定)、

子育てサークル「風まるキッズ」でも9

月16日 に林業総合センターでかわい

い可愛いちつちゃな運動会を行いました。

夏体みもあとわずかとなつた、8月 28日の午後から、

駅前広場でちびつ子まつりが開催されました。

ちょつと心配だつた雨も降らずに町内の各小学

校から参加した子どもたちは夏休みの宿題も忘れ

て青少年育成町民会議が主催する□碁遊びでお母

さんたちや子どもたち同士の勝負に張り切つてい

ました。

これは囲碁を通した青少年の育成を目指して全

国を駆け回つている日本棋院の安田泰敏九段の協

力で開催することができました。

静

′

日
申
は
ま
だ
ま
だ
暖
か
い
日
が
続
き
ま
す
が
朝
夕
は
め
っ
き
り
秋
。

自
然
は
真
っ
先
に
秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
ス
キ
に
コ
オ
ロ
ギ
、柿
に
栗
、
こ
ん
な
自
然
大
切
に
―

翫
●●

′

「明るい農業」を目指して活動を続けている福岡市の五右衛門倶楽部から講師を招いての研修会が9月

4日 、林業総合センターで行われました。これは少しでも農業青年らが農業のよさをどうしたら外 (女性)

にアピールできるかを研 1:多するため開催されたもの。

講師の池秀子さんは五右衛門倶楽部の総含企画部長、独身時代の放送局勤務で鍛えた軽快なおしやベ

リと相手の心をつかむ術を披露。1時間30分の持ち時間に研修参加者の心をつかんだ講演でした。

女性の心をつかむ術取得 ? さあアタツク !

※五右衛門倶楽部…農業後継者の育成を目的とした研修生の受け入れと「農業のイメージアップによる活性化」のために行う対外活動“ふれあい

パーティー"“ トーク&コ ンサート"等を行いメンバーは全国に300人 を越えている。
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ちびつ子まつり開催
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町
民
憲
章

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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み
ん
な
で
考
・

一日［］
支
え
よ
う４

■
ｔ

相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
十
月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

登
記

・
人
権
相
談

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の

登
記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
登
記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き

十
月
二
十

一
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

「
劉

麟
」嚇編
集
後
記

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
十
月
十
四
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

十
月
二
十

一
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
十
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

■
河
原
地
区
簡
易
水
道
事
業

（１
工
区
）

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
年
九
月
四
日

か
ら
平
成
十

一
年
二
月
二
十
日
ま
で

□
金
額
　
三
千
三
百
八
十

一
万
円

□
請
負
者
　
（株
）
藤
本
組

■
河
原
地
区
簡
易
水
道
事
業

（２
工
区
）

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
年
九
月
四
日

か
ら
平
成
十

一
年
二
月
二
十
日
ま
で

□
金
額
　
二
千
百
十
三
万
六
千
五
百
円

□
請
負
者
　
島
田
電
工
社

■
河
原
地
区
簡
易
水
道
事
業

（３
工
区
）

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
年
九
月
四
日

か
ら
平
成
十

一
年
二
月
二
十
日
ま
で

□
金
額
　
三
千
三
百
四
十
九
万
五
千
円

□
請
負
者
　
（株
）
ひ
ゆ
が
や

■
河
原
地
区
簡
易
水
道
事
業

（４
工
区
）

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
年
九
月
四
日

か
ら
平
成
十

一
年
二
月
二
十
日
ま
で

□
金
額
　
三
千
百
十
三
万
二
千
五
百
円

□
請
負
者
　
飯
塚
電
機
工
業
株
式
会
社

お
年
寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労

苦
に
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す

る
町
敬
老
会
が
、
各
校
区
婦
人

会
、
各
地
区
の
皆
様
の
協
力
に
よ

り
、
今
年
も
九
月
十
二
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
四
日
間
、
町
内
八
会

場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
者
は
七
十
四
歳
が

一
一
六
名
、
七
十
五
歳
以
上
八
十

八
歳
未
満
が
七
四
二
名
、
八
十
八

歳
以
上
が
九
二
名
の
計
九
五
〇
名

と
、
金
婚

（結
婚
五
十
年
）
五
十

七
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（結
婚

六
十
年
）
六
組
の
ご
夫
婦
で
し
た
。

各
地
区
で
の
敬
老
会
で
は
、
元

気
な
お
顔
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
出
席
。
今
村

町
長
や
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら

「こ

れ
ま
で
、
仕
事
や
戦
争
、
子
育
て
な

ど
、
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ

っ
た
で
し
ょ

心
配
ご
と
相
談

■
ハ
却
御
彙
ｍ
田
不

（五
百
万
円
以
上
）
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長寿を祝つて婦人会のダンス (草部北部地区)
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う
。
今
日
の
日
本
の
反
映
が
あ
る

の
は
皆
様
の
ご
努
力
の

一
つ
ひ
と

つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を

導
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
年
金
と
記
念
品
の

贈
呈
そ
し
て
、
熊
本
日
日
新
聞
社

か
ら
の
金
婚
ご
夫
婦
へ
の
表
彰
状

伝
達
な
ど
が
あ
り
、
祝
宴
で
は
保

育
園
や
校
区
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の

歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
敬
老
会
開
催
に
あ

た

っ
て
は
、
各
校
区
婦
人
会
の
皆

さ
ん
の
料
理
づ
く
り
な
ど
の
全
面

的
な
協
力
や
、
金
婚
ご
夫
婦

へ
手

作
り
で
の

「銭
亀
」
を
寄
贈
さ
れ

て
い
る
旭
通
の
馬
原
清
子
さ
ん
や

親
子
二
代
、
四
十
五
年
に
わ
た
り

敬
老
者
に
記
念
写
真
を
贈
呈
さ
れ

て
い
る
福
永
紘
喜
さ
ん
な
ど
、
多

方
面
の
方
々
の
温
か
い
ご
芳
志
を

亀会

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

１０
月

‐０
日

１０
月

Ｈ
日

１０
月

１８
日

１。
月

２５
日

Ｈ
月
１
日

Ｈ
月
３
日

Ｈ
月
８
日

Ｈ
月
‐５
日

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②
Ｙ
‐
０
６
４
６

東
　
医
　
院

Ｔｅ‐
ａ
Ｙ
１
０
３
０
９

立

野

病

院

Ｔｅ
ｎ
Ｙ
１
０
１
１
１

平

田

医

院

Ｔｅ‐
②
１
０
２
１
６

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
ａ
Ｙ
１
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
１
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
∩
Ｙ
１
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
（
Ψ
１
０
０
１
９
*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください。電話 0967-34-0099 色見保育園の園児から「おじいちゃん、おばあちゃ

んお元気で長生きして下さい。」 (上色見地区 )

秋
と
い
え
ば
運
動
会
。
一
部
の
学

校
で
は
春
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
運
動
会
は
秋
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。朝
早
く
な
る

爆
竹
の
音
、今
ま
で
は
気
に
も
止
め

な
か
っ
た
私
で
し
た
が
、広
報
担
当

二
年
目
と
も
な
る
と
「あ

っ
、今
日

は
○
○
の
運
動
会
ば
い
。何
々
が
あ

る
け
ん
広
報
に
使
ゆ
る
ご
た
る
、写

真
ば
撮

っ
と
こ
。」
と
思
い
会
場
に

い
く
ケ
ー
ス
も
。
し
か
し
、
思

っ
た

写
真
は
撮
れ
ず
じ
ま
い
で
す
。

皆
さ
ん

一
度
お
願
い
し
た
か
と

思
い
ま
す
が
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

話
題
や
行
事
等
あ
り
ま
し
た
ら
忘

れ
ず
に
写
真
を
撮

っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
？
写
真
付
き
行
事
、優
先
的

に
本
誌
「み
ん
な
の
広
場
」
で
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。ち
ょ
っ
と
虫
の
い
い

広
報
マ
ン
よ
り
。　
　
　
　
　
田
浩

(2)

ボランティアで記念写真を撮つてい
ただいてます福永紘喜さん

園児による踊りと園長 (町長)からのご褒美
(車部北部地区)      (野 尻地区)

馬原さんから寄贈
されました「銭亀」毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の

場合は開館して次の日が休館日となります。
(19)今度の温泉館休館日 10月 21日  11月 18日

た

1998.8月 受付分

赤 ち ゃ ん
たんじょう
羽部麻里亜ちゃん
(天神) 7.28生
桐原 寛弥ちゃん
(村山)れん』 3生
岩下 廉世ちゃん
(山鳥) 8.3生

なおと

佐藤 直仁ちゃん
(旭通) 8.7生

荒牧 由夏ちゃん
(前原) 8.10生

西田 匠吾ちゃん
(小楢本)8.14生

宇藤和可子ちゃん

(天神) 8.19生

おくやみ
もうしあげます

人口の動き

世帯数
男
女
総 数

2,599
3,838
4,148
7,986

(-3)
(-2)
(-6)
(-8)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 馬原宏文 田代廣一 中村
直也 荒牧 トミ 甲斐美智子 佐藤幸雄
工藤保 岩下九州男 野尻トシ子
<一般寄付> 本多善忠
■広報送料寄付

二子石文雄  (熊本市下南部 )
二子石司津代 (熊本市新南部 )

敬称略
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昭
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上

祭

大切畑

所

地
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和

町

在

在

場

迫

町

在
県

町
町

斗ちゃん
8.26生

すえながく
お幸せに

（
０

，
一
（Ж
）

8.31

鳥

地

山

河

善 意 の 灯
あ りが とう ご ざ い ま した

(荀郊 II冊各)

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

女

男

男

男

女

男

女

男
本田
(洗川)

弥生

悟
美奈子

和也

よしみ

ユ カ

代
也
美

洋
子

敬
子

雄

信
布

忠
聡

　

麗

寅

菅 の

穂

上
　
　
下

・
岡

・
津

御 遺 族
馬原 宏文
田代 廣一
中村 直也
荒牧 トミ
甲斐美智子

佐藤 幸雄
矢津田清子
工藤  保
岩下九州男

野尻 トシ子

続柄

子

妻の母

子

母

夫

妻

夫

子

母

夫

死 亡 者 年齢

馬原 伸也 21
鷹木須美子 89
中村 幸博 21
荒牧ツナエ 95
甲斐 盛恵 78
佐藤鳴知子 49
矢津田次男 73
工藤 保男 41
岩下キクヱ 88
野尻 惟成 63

工 藤 智 宏
(飯 千 )寿 恵

甲 斐 友 行
(大久保)貴子

後 藤 祥 之
(小 本曽)香

菅 山 ・

高 千
高 森
福

高 森
大

休

日

在

宅

医

・▼Z
・
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8会場で敬老会を開催 950名のご長寿を祝う
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支
え
よ
・

事
業
主
の

手
続
き
は

十
月
は

「労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
」
で
す
。

「労
働
保
険
」
と
は
、
労
働
者
災

害
補
償
保
険

（労
災
保
険
）
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
あ
り
、
政
府
が

管
掌
す
る
保
険
制
度
で
、
加
入
の

対
象
と
な
る
労
働
者
を

一
人
で
も

雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
働
省
で
は
、
毎
年
十
月
を

「労

働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め

て
、
労
働
保
険

の
加
入
促
進
を
目

的
と
し
た
、
広
報
や
勧
奨
等
を
積

極
的

に
行

っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
制
度
や
各
種
助
成
金

に
つ
い
て
の
説
明
、
労
働
保
険
加

入
手
続
き
に
つ
い
て
は
労
働
基
準

監
督
署
及
び

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公

共
職
業
安
定
所
）
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
『
労
働
保
険
　
確
か
な
安
心

ゆ
と
り
の
心
』

熊
本
県
雇
用
保
険
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

熊

本

労

働

基

準

局

労

災

補

償

課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
５

・
３
１
８
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

（阿
蘇
公
共
職
業
安

定
所
）

■
０
９
６
７
・
２
２
・
０
０
４
０

ユ
ハお
済
み

六
五
歳
ま
で
継
続
雇
用
又
は
再

雇
用
を
援
助
、
促
進
す
る
目
的
か

ら
、
六
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満
の

方
で
被
用
者
期
間
が
五
年
以
上

で
、
六
〇
歳
到
着
時
に
比
べ
賃
金

が
低
下
し
た
状
態
で
継
続
雇
用
又

は
再
就
職
就
労
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
最
高
で
二
五
％
相
当
の
給

付
を
行
う
雇
用
継
続
給
付
制
度

が
、
平
成
七
年
四
月
よ
り
創
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
雇
用
保
険
の
失
業
給

付
額
の
算
定
方
法
も
六
〇
歳
到
着

時
と
離
職
時

（六
〇
歳
到
着
後
最

初

の
離
職
時
）
の
賃
金
を
比
較

し
、
高
い
と
き
の
賃
金
を
基
に
し

て
算
定
す
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。

但
し
、
ど
ち
ら
の
措
置
も
六
〇

歳
到
着
時
点
の
賃
金
を
、
あ
ら
か

じ
め
安
定
所
に
登
録
し
て
お
く
こ

こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、

在
職
中
に
六
〇
歳
に
な

っ
た
場
合

や
六
〇
歳
以
上
の
方
で
未
登
録
の

方
は
、
早
急
に
勤
務
先
を
通
じ
て

登
録
手
続
き
を
と
ら
れ
て
下
さ

十

月

は

「
一
刊

■

間

」

『土
地
を
活
か
し
て
　
街
も
イ
キ

イ
キ
　
人
も
イ
キ
イ
キ
』

ご
存
知
で
す
か
？
十
月
は
土
地

月
間
、
十
月

一
日
は
十
と

一
『上
』

で
上
地
の
日
で
す
。
土
地
は
限
ら

れ
た
貴
重
な
財
産
。
個
人
的
な
利

益
だ
け
を
考
え
た
投
機
的
な
取
引

な
ど
は
土
地
の
有
効
な
利
用
法
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
土
地
の
有
効
な

利
用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま

し
よ
つヽ
。

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

内
線
３
５
８
３

６

９

７

６

（り

＜

＜

局

ん

ん
前

高
齢
社
会
の
到
来
を
目
前
に
控

え
、
家
族
の
介
護
問
題
は
、
育
児

の
問
題
と
と
も
に
勤
労
者
が
仕
事

を
続
け
て
い
く
う
え
で
大
き
な
問

題
で
す
。

育
児

・
介
護
休
業
法
に
よ
り
、

平
成
十

一
年
四
月
か
ら
全
て
の
事

業
所
が
介
護
体
業
制
度
を
導
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、

制
度
の
導
入
を
さ
れ
て
い
な
い
事

業
所
で
は
、
早
急
な
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
介
護
体

業
制
度
導
入
相
談
会
を
実
施
し
、

介
護
休
業
制
度
の
円
滑
な
導
入
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
十
年
十
月
二
十
八

日

（水
）
午
後

一
時
半
か
ら
四
時
半

■
場
所
　
阿
蘇
総
合
庁
舎
会
議
室

一
の
宮
町
宮
地
二
四
〇
二

■
内
容

（
一
）
介
護
体
業
制
度
の
説
明

育
児

・
介
護
休
業
法
の
あ
ら
ま

し
、
介
護
制
度
導
入
に
必
要
な

事
務
手
続
、
各
種
支
援
制
度
等

（二
）
個
別
相
談

社
会
保
険
労
務
士
等
が
事
業
所

の
実
状
に
合
わ
せ
て
個
別
に
ア

ド
バ
イ
ス

（就
業
規
則
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
方
法

事
業
所
名
、
代
表
者
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
個
別
相
談
の
希
望
の

有
無
を
記
載
の
う
え
、
郵
送
ま
た

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
は
国
際
協
力

事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の
事

業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々
の

新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
あ
な
た

の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
協
力
隊
事
務
局
で
は
平
成
十

年
度
秋
の
募
集
と
し
て
、
農
林
水

産
か
ら
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約

百
四
十
職
種
に
わ
た
る
約
八
百
名

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
二
十
歳
以

上
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

持
つ
方
な
ら
だ
れ
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
説
明
会
が
左
記
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
十
月
十
九
日

（月
）
と

十

一
月
十

一
日

（水
）

そ
れ
ぞ

れ

午
後
六
時
半
か
ら

■
場
所
　
熊
本
市
産
業
文
化
会
館

（十
月
十
九
日
）
、
　
熊
本
市
国
際

交
流
会
館

（十

一
月
十

一
日
）

■
内
容
　
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
、
待

遇
、
隊
員
の
体
験
発
表
な
ど
。

■
申
し
込
み
や
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
‥
・

熊
本
県
環
境
生
活
部
国
際
課

国
際
協
力
班

電
話
０
９
６
・
３
８
７
，
７
５
２
７

甲斐 昌次さん (71)二子石 昇さん (77)
和子さん (67)   ハル子さん (75)
(中・中村 )     (中 ・中村)

盆費讐ご夫婦表彰
おめごとう Fギι〕ます

57組のご夫婦が熊本国日新聞社から結婚 50年

彰を受けられ、町から表彰状を伝達しました。

な
お
、
育
児
休
暇
を
対
象
と
し

た
継
続
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

（阿
蘇
公
共
職
業
安
定
所
）

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
０
４
０

，
』

，
』

７

７

ん

ん

さ

さ

壮

子

次の

の表

甲斐 直義さん (69)
スミエさん (71)

(矢津田・高尾野 )

1寸上   万さん (73)
イツ子さん (67)

(色見 `小倉原 )

首藤 盛輝さん (72)
ノブさん (72)

(尾下・牧戸)

二子石保任さん (69)

ツヤ子さん (71)

(矢津田・高尾野)

佐伯阿蘇二さん (69)

ミズホさん (68)

(上色見・西中原)

住吉 國男さん (72)
ハツ子さん (76)

(色見・西丁 )

城丼 一義さん (74)
サツ子さん (71)

(野尻・倉地)

二子石 高さん (76)
澄子さん (67)

(中・峰の宿 )

森 助郎さん (74)
鶴美さん (72)

(河原・黒岩 )

矢津田武壽さん (70)

ミサ子さん (73)

(中・祭場 )

●  ●

●  ●

・
一　
・　
　
――
――
．′ル一，
′

ヽ
■
′
　

ッ

・

メ
■

　

　

・̈

子 石

ニ ツ

(中・峰の宿 )

後藤 光治さん (80) 後藤 基継さ
ツギオさん (72)   キヌ子さ
(上色見・前原)    (上 色見

甲斐 敏二さん (77)
サチ子さん (71)

(上色見・大村)

住吉 和男さん (70)
チズさん (69)

(色見・中園)

久々宮徳幸さん (73)

マサさん (72)

(尾下・牧戸 )

]||

住吉 早美さん (79)
スミ子さん (74)

(色見・丼上 )

瀬丼 公司さん (74)
安子さん (72)

(津留・山付)

下田 義政さん (81)
シゲ子さん (76)

(尾下・久保 )

県
の
お
知
ら
世

●
■

自 1庁｀

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定

・
パ
ー
ト
労
働
者

（産
業
別

金
適
用
労
働
‐者
を
除
く
）

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
（十
月

日
　
額
　
　
４
７
１
６
円

時
間
額
　
　
　
５
９
０
円

チ

ェ
ッ
ク
よ
し

今
年
も
ク
リ
ア
最
低
賃
金

ら
改
定
）

臨

時賃

３

１

８

１

■
０
９
６

Ｌ
じ
い

台
Ｆ

役場の支払日 1研15(木)lγ26(月)11ん (本)時間 10時から15時まで  (18)(3)

お知らせのへ
°―シ
゛

書
ｒ

介
護
体
業
制
度
導
入
相
談
会

は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
十
月
二
十

一

日

（水
）
ま
で
に
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

熊
本
労
政
事
務
所

〒
８
６
０
・０
８
４
２
　
熊
本
市
南

千
反
畑
町
四
―
三
二
　
ＴＥＬ
０
９
６
・

３
５
２
・０
８
５
２
　
フ
ア
ツ
ク
ス

０
９
６
・３
５
６
・２
４
６
１

‐ミ
ヽ

¬

Ｌ

目

Ｊ

・

■
『
　
　
　ヽ
―
，

コ
Ｆ
・
１
　
・ヽ■

ョ
Ｆ
町
、

』
■

ソ

♂
■
一）
ヽ

・
、

□

岩下 哲夫さん (70)
ヒデ子さん (69)

(色見・山鳥 )

螂．仄
■
●

‐」' 1膨

，

辞

書

１

書

●

建
■



求人案内 (南阿蘇地区 )(平成10年 9月 14日現在)

☆男女不問

① 寮母(パート)・・・・1名・45～ 60歳 650円 /時給
② 菓子製造・・・・・・3名 。18～ 55歳 135,000～ 200,000円
③ サービス係(パート)・ 5名・18～ 40歳 800～ 900円 /時給
④  自動車整備士・・・。1名・25～ 35歳  140,000～ 180,000円
⑤  調理師、調理補助・・2名・18～ 45歳1 135,000～ 200,000円

☆男子

C)調理師・・・・・・・・1名・20～ 28歳 150,000～ 180,000円
② 土木技術者・・・・1名・25～ 50歳 210,000～ 310,000円
C)竹輪製造販売・・・・1名・20～ 50歳 170,000円
④ 施設保全課・・・・1名・25～ 45歳 155,000～ 183,000円
⑤ 軽作業員・・・・・・10名・18～ 60歳 1,125円 /時給

☆女子

① 販売員・・・・・・・・1名・20～ 40歳 120,000～ 140,000円
②  店舗内販売員|バート)・ 1名・30～ 45歳 750～800円 /時給
③ 一般事務員(臨時)・ 2名・20～ 23歳 131,040円
④ 縫製工・・・・・・・・3名・18～ 57歳 108,000～ 120,800円
⑤ 寮母補助(パート)・・1名・45～ 60歳 650円 /時給
⑥ 正看護婦・・・・・ 5名・21～ 55歳 195,000～ 225,OOO円

※掲載内容はほんの一部です.こ のほかにも求人はあります。
お問い合わせは早めに

阿蘇公共職業安定所 (0967-22-0040)紹 介係ヘ

お問い合わせ時に、求人が取り消されている場合もありますのでご了承下さい。

本
町
は
、
『野
の
花
と
風
薫
る
郷
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
文

化

・
教
育

上
父
流
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
特
に
交
流
の
場
と
し
て

「鍋
の
平
キ
ヤ
ン
プ
村
」
や

「奥
阿

蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
」
の
二
つ
の
地
域
住
民
に
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る

キ
ヤ
ン
プ
場
を
有
し
、
教
育
キ
ヤ
ン
プ
や
山
村
留
学
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
の
活
動
が
盛
ん
で
す
が
、
広
大
な
芝
地
を
管
理
保
全
す
る
た
め
に
苦

慮
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
助
成
事
業
に
よ
り
乗
用
芝

刈
り
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
保
全
や
美
化
活
動
に
活
用
し
、
交
流

事
業
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
を
促
し
、
よ
り

一
層
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
の

形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

（自
治
宝
く
じ
助
成
）
事
業
で
乗
用
芝
刈
り
機

片山  守さん (77)
マサ子さん (73)

(高森・上在 )

●    ● 1飯 塚  猛さん (75)
キヌ子さん (75)

(高森・旭通)

●  ●

岩下 政志さん (77)
マツ子さん (76)

(高森・森 )

桐原 勢紀さん (77)
スマ子さん (75)

(高森・横町 )

大塚 一二さん (75)岩下  仔さん (72)後藤  忠さん (76)
ノブ子さん (72)    克代さん (68)  チエ子さん (71)
(高森・下町)    (高 森・昭和)    (高 森・昭和)

三井 又男さん (82)
ノリさん (78)

(高森・旭通 )

荒牧 円昭さん (71)
ケサ子さん (74)

(高森・上在 )

田上  殖さん (78)
美子さん (76)

(高森・村山)

住吉 英明さん (77)
ミヨ子さん (71)

(高森・旭通 )

野尻 定義さん (81)
ツヤさん (71)

(津留・仲江)

冨永 春光さん (73)
タツ子さん (81)

(高森・旭通 )

甲斐  新さん (75)
絹さん (74)

(津留・上町)

荒牧 重則さん (77)
千鶴子さん (73)

(高森・上町 )

宮岡  勝さん (80)
サヨ子さん (74)

(高森・昭和 )

津留 光善さん (78)
欣子さん (71)

(高森・下町)

間イ支  は健全な出づくりに欠かせません!

阿蘇地域の人 ll林 はその82%を しめる杉をはじめ、約 4万 5千 ha存在
しており (高森町約 1万 2千 5百 ha)35～ 40年生を中心に、利として利
用できるまでに生長しております。

山崩れなどに強い健全な山づくりや優良な本材を生産するには、定期的な間

伐は欠かすことのできない作業です。今すぐにも手入れをしないと手遅れに

なる山が、多く見受けられます。

針葉樹人工林の標準的な間伐のすすめ方

植栽

掘 泰憲さん (76)
キワさん (74)

(高森・横町 )

後藤 市蔵さん (73)
キツさん (70)

(高森・横町 )

二子石武範さん (74)

ムツエさん (69)

(高森・昭和 )

員原  豊さん (75)
キク子さん (68)

(高森・下町 )

尋

X X

15年生頃

切り捨て問伐。形質の悪い木を

優先的に伐る

6年生頃

禾I爛1径級に達した本と形質の悪

い木を伐る

35年生頃

利用径級 (柱材 2玉)に達した木

を伐る

今すぐ

山へ行つてみ

辱

ましよう
間伐には、曲がり本等の不良本をその場に切 り捨てる間伐。搬出し利用す

る利用間伐。また高価値の本を選んで行う収益間伐等いろいろあります。

苦労して植栽した森林は、生長に応じた手入れを求めています。手遅れに

なったり豪雨災害で流出したら、せっかく今まで育てた苦労が水の泡です。

作業道 (ト ラック道)・ 集材路の開設や間伐作業には、補助制度もありま

す。今すぐ下記のところまで相談のうえ、間伐 (山の手入れ)を しましょう。

高森町森林組合    TEL 2-0769
高森町役場農林振興課 TEL 2-1111(内 線 125)
県阿蘇事務所林務課  TEL 0967-22-1111(内 線369)

×

号

X ×

林 延保さん (71)
ツイさん (75)

(高森・津留 )

谷‖1 正雄さん (75)
アイ子さん (78)

(高森・冬野)

徳山 行春さん (70)
ツルエさん (68)

(高森・森 )

岩下 武義さん (77)
イズさん (73)

(高森・冬野)

T

ｅ

肇

(17)

X

×印は間伐対象木

(4)

お知らせので―ゾ
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第
４５
回

「里
親
を
求
め
る
運

動
」
に
つ
い
て
　
　
　
．

今
年
も

「里
親
を
求
め
る
運

動
」
が
、
十
月

一
日
か
ら
十
月
三

十

一
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
、
全
国

で
展
開
さ
れ
ま
す
。

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
の
た
め
に
、
家
庭
的
な

環
境
を
確
保
し
児
童
を
心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の

養
護
児
童
対
策

の
重
要
な
柱

に

な

っ
て
い
ま
す
。

本
運
動
の
主
な
活
動
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
一
）
保
護
者
が
い
な
か
っ
た
り
、

保
護
者
が
養
育
で
き
な
い
場
合
な

ど
に
、
児
童
を
家
庭
に
預
か
り
家
庭

的
な
環
境
の
も
と
で
養
育
を
行
う
。

（二
）
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
の
保
護
者
が
、
疾
病
等
の
社
会

的
な
事
由
や
父
子
家
庭
等
が
仕
事

の
事
由
に
よ

っ
て
家
庭
に
お
け
る

児
童
の
養
育
が

一
時
的
に
困
難
と

な

っ
た
場
合
に
、　
一
時
的
に
預
か

り
お
世
話
を
す
る
。

（三
）
児
童
福
祉
施
設
の
児
童
に
、

家
庭
の
正
月
や
お
盆
を
体
験
し
て

も
ら
う
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
里
親
さ
ん
を
求
め
て
い
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

‐
●
憑
一静

溝

‐‐‐
物

・
悧

‐・
物

・
農
薬
等
の
保

管
管
理
を
徹
底
し
ま
し
よ
う

『国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
の
ご
案
内

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
な
ど
の
入
学
、在
学
資
金
に
は

国
民
金
融
公
庫
の
「国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
低
利
の

う
え
手
続
き
も
簡
単
な
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
、
一
九
五
万
人
以
上
の
方

が
利
用
さ
れ
て
き
た
制
度
で
す
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
融
資
限
度
額
　
三
百
万
円
以
内

■
返
済
期
間
　
八
年
以
内

（据
置
期
間
は
在
学
期
間
中
）

■
返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払

（ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
可
）

■
利
率
　
　
　
年
２

・
５
％

詳
し
く
は
国
民
金
融
公
庫
熊
本

支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
３

・
６
１
２
１

●

轟
■
　
●
〓二
■・ヽ

一
、
毒
物
劇
物
及
び
農
薬
を
保
管

す
る
場
所
は
、
盗
難
等
を
防
止
す

る
う
え
か
ら
、
か
ぎ
を
か
け
厳
重

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
保
管
す
る
場
所
は
、
飲
食
物

・

食
器
類
と
区
別
し
、
子
ど
も
の
手

の
届
か
な

い
場
所

に
保
管
し
ま

・し
よ
つヽ
。

三
、
保
管
し
て
い
る
毒
物
劇
物
及

び
農
薬

の
在
庫
量
の
点
検
及
び
保

管
庫
等
を
定
期
的

に
実
施

し
ま

・し
よ

つヽ
。

四
、
毒
物
劇
物
及
び
農
薬
は
、
飲

食
物
の
容
器
に
は
保
管
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
毒
物
劇
物
及
び
農
薬
は
、
危

険
防
止

の
た
め
原
液
を
分
解
し

て
、
他
人
に
は
譲
渡
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

六
、
毒
物
劇
物

の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
直
ち
に
、
保
健
所
、
警

察
署
又
は
消
防
機
関
に
届
け
出
ま

しヽ
よ

つヽ
。

七
、
毒
物
劇
物

の
盗
難
が
発
生
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
警
察
署
等

に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

６

３

（内
線
７
１
６
３
）

●

性
に
よ

っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と

な
く
、職
場
に
お
い
て
そ
の
人
の
能

力
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
発
揮
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
、
「男
女
雇
用
機
会
均

等
法
」
が
改
正
さ
れ
、平
成
十

一
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
後
の
法
律
で
は
、例
え
ば

。
「男
性
社
員
募
集
」

。
「女
性
は
営
業
に
配
置
し
な
い
」

・
「女
性
は
自
宅
通
勤
に
限
る
」

な
ど
の
取
り
扱
い
は
禁
止
さ
れ
、

。
「女
性
パ
ー
ト
募
集
」

・
「女
性
の
み
接
遇
訓
練
」

と
い
っ
た
扱
い
も
、
女
性
の
職
域

の
固
定
化
・男
女
の
仕
事
の
分
離

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
禁
じ
ら

れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
の
た
め
の
事
業
主
の
配

慮
義
務
、
妊
娠
・出
産
に
お
け
る
健

康
管
理
措
置
の
義
務
化
等
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

改
正
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、

〒
８
６
０
１
０
０
０
８

熊
本
市
二
の
丸
１
の
２

熊
本
含
同
庁
舎

熊
本
女
性
少
年
室

ＴＥＬ
０

９

６

・３

５

２

・３

８

６

５

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
ご
夫
婦

六
組

を

表

彰

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰

は
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
子
石
　
彰
人
さ
ん
（７８
）
矢
津
田

ツ
ヨ
キ
さ
ん
（７９
）
（吉
尾
野
）

二
子
石
　
芳
馬
さ
ん
（８４
）

中

ス
マ
エ
さ
ん
（８４
）
（峰
の
宿
）

高
倉
　
　
　
誓
さ
ん
（８８
）
上
色
見

ツ
ヤ
さ
ん
（７８
）
（東
中
原
）

本
田
　
　
抜
夫
さ
ん
（８２
）
上
色
見

シ
ズ

エ
さ
ん
（８０
）
（大
村
）

丹
　
　
　
氏
晴
さ
ん
（８９
）
色
　
見

キ
ス
さ
ん
（８０
）
（山
鳥
）

森
　
　
　
正
六
さ
ん
（８１
）
河
　
原

ス
ガ
さ
ん
（８１
）
（味
鳥
）

児玉 房吉さん (77)
スミ子さん (73)

(車部・社倉 )

大村 正巌さん (77)
正子さん (74)

(草部・社倉 )

」僣:IIJ了

渡辺 博巳さん (80)
はつよさん (75)

(高森・旭通 )

西田  忠さん (81)
追子さん (75)

(永野原・小楢木 )

桐原 正末さん (72)
ヒサ子さん (71)

(高森・村山 )

工藤 忠義さん (77)
サエ子さん (80)

(永野原・大楢木 )

馬原 伴男さん (77)
マサ江さん (72)

(高森・上町)

穴見 金計さん (72)
ノブさん (71)

(永野原・岩神 )

1」
ノ1

男
女
屋
用
新 機
し 会
く 均
な 辱
り法
ま が
‐■■‐― ・

‐

ソ

(16)

●

●

工藤  保さん (70)甲斐  聡さん (74)
チヨ子さん (71)  カツ子さん (69)
(下切・大切畑)   (下 切・下切 )

ダイヤモンド婚表彰 (草部北部地区)

●行政に対するあなたの声を●

秋の行政相談熊本県行政書士会では、毎年 10月 を「行政書士制度

強調月間」として行政書士の業務に関し、無料相談会

を開催していますので、お気軽にご利用下さい。

ご相談に応じる内容

①各種許可・登録に関すること
(建設業、運送業、風俗営業等の営業許可く開発・農地転用・

帰化等の許可、車庫証明及び車両登録、外国人登録など)

②会社・医療法人・協同組合等の法人設立に関すること

③遺言 。相続に関すること

④経理記帳・内容証明・契約書の作成に関すること

街頭無料相談会

●と き 10月 22日 (本 )、 23日 (金)の 2日 間
午前 10時から午後4時 まで

●ところ 熊本市桜町 熊本交通センター
地階「観音の泉前広場」

(5)

10月 11日 から 17日 まで「秋の行政相談週

間」です。そこで次のとおり行政相談所が開設

されます。

行政に対する青情や相談に公正な第 3者の

立場から広 く皆さんの相談に応じます。相談

は無料で、秘密は堅く守られます。お気軽にご

相談下さい。

●と き   10月 16日 (金 )
午後 1時から4時 まで

●ところ  高森町林業総合センター
(役場横 )

●行政相談員 本田幸則さん (上在 )

い

　

０
〉

マ
ー
ク
登
録
店
な
ら
安
心

リ
ー

ニ
ン
グ
店

の

万

一
の
場
合
に
も
、
賠
償
基

に
基
づ
い
た
保
障
が
受
け
ら
れ

す
か
ら
、
い
つ
も
お
客
様

に
安

し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

■
∽
驚
①ぞ
（安
心
）ま
か
せ
て
安
心

■
∽
”
ユ
一摯
一ｏ
ユ
衛
生
）美
し
く
清
潔

■
∽
ご
つ
Ｑ
”
ａ
（標
準
）確
か
な
技
術

詳

で
す

末

す

士
い
、

、
　

″
に
「
「

信
頼

マ

―

ク

技

術

をで
す
お

約 全 S
ル

」 マ

衛
る 生 ク

の
名
″ 安

細
に
つ

境
衛
生

０
９
６

い

て

ン

3
ユ
よ

2

営
業
指
導
セ
（財
）3

０

・
タ

６

１

熊
本
県

理
容

・
美
容

・
ク|こ        ′

ための講習会を次のとおり開催

阿蘇広域行政事務組合消防本部

■申込場所及び申込期間

消防本部又はお近くの分署、分駐署

平成 10年 10月 12日 から前日まで

■受講料 無料
図書、資料代 3,100円

詳しくは

阿蘇広域行政事務組合消防本部
‐ 電話  0967-32-0024

■ 日 121

9時

3

火

項

資

消防法施 条第 1 第 1号の行令第

く、防規定に基づ 管理者 格取得の

します。

■場所 1阿蘇町大

日 (本)～ 13日 (金 )

～午後 4時 20分

字黒月11423-1

時 11月
午前
|

お知らせのヾ―シ
゛

■
一

懲
，

正

七
砂

超

■
~¬

●行政書士によ

快
適
な
薯
ら
し
に
、
Ｓ
マ
ー
ク

せら

管理者資格



秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
展
開

交
通
安
全
は
　
日
頃
の
努
力
の
　
積
み
重
ね
か
ら

「み
ん
な
の
願
い
交
通
安
全
」
、
事
故
や
交
通
違
反
の
な
い
、
明
る
い
社
会

づ
く
り
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

‐
町
で
は
交
通
安
全
推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
交
通
安

全
意
識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

九
月
十
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
お
う

と
、
交
通
安
全
推
進
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
町
内
の
各
地
区
、
団

体
、
事
業
所
、
官
公
署
、
学
校
、
保

育
園
、
幼
稚
園
な
ど
、
各
分
野
の
皆

さ
ん
が
出
席
し
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
徹
底
着

用
を
め
ざ
し
た
交
通
安
全
運
動
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
の
交
通
安
全
運
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
指
導

員
の
岩
下
公
治
さ
ん

（旭
通
）
が
交

通
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
を
う
け
て
、九
月
二

十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
運
動

期
間
中
に
街
頭
指
導
、街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、児
童
・生
徒
の
交
通
安
全

教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
実
施
計
画

を
決
定
し
、
こ
れ
を
基
に
し
て
各
分

野
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
運
動
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
運
動
の

一
つ
と

し
て
、
今
年
も
高
森
保
育
園
で
は

九
月
三
十
日
に
保
護
者
会
活
動

（甲
斐
照
男
会
長
、
矢
野
泰
浩
ひ

ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
会
長
）
の

一
環
と

し
て
、
親
子
交
通
安
全
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
し
た
交

通
教
室
や
、
阿
蘇
南
部
交
通
安
全

協
会
の
六
支
部

（高
森
。色
見
・上

色
見
・草
部
南
部
・草
部
北
部
・
野

尻
）
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
を
目

指
し
た
交
通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
な
ど
の
取

り
組
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
（そ
の

一
部
を
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。）

●  ●

今村会長 (町長)よ り表彰を受ける
岩下さん

ヨ
∬
へ
ヽ
〓
０
知
一ｂ
場
０
」一●
ら
ぬ
囁地
』０
摯

高
霧
甕
禦
詈
だ
よ
り

十
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
全
国
地
域
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
警
察
で
は
特
に
次
の
点

を
重
点
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
乗
物
盗

・
ひ
っ
た
く
り
等

身
近
な
犯
罪
の
防
止

◆
少
年
の
非
行
防
止

◆
暴
力
追
放（暴
力
団
の
排
除
）

ス
回
―
ガ
ン

○

『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
』

○

『大
き
く
育
て
安
全
の
樹
』

非
行
や
暴
力
、
犯
罪
な
ど
を
見

か
け
ら
れ
た
ら
、
高
森
警
察
署
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

道
路
交
通
法
が

一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た

●●

´
′

望面

肥
　
後
　
狂
　
旬

　
　
葉
月

男
は
損
　
お
乳
も
欲
し
が
る
子
に
無
力

あ
げ
く
の
果
て
　
肝
硬
変
に
な

っ
と
ら
す

雷
さ
ん
　
追

い
払
わ
し
た
熱
帯
夜

流
行
遅
れ
　
こ
る
が
社
長
の
愛
車
で
す

祭
り
好
き
　
我
が
商
売
は
火
の
車

あ
げ
く
の
果
て
　
ゴ
ど
の
砂
漠
で
野
た
れ
死
に

祭
り
好
き
　
も
う
来
年
の
予
定
表

帰
省
し
て
　
ミ
ヨ
ち

や
ん
は
嘘

つ
き
だ

っ
た

男
は
損
　
ざ

っ
と
診
て
ハ
イ
次
の
方

雷
さ
ん
　
今
日
は
仕
舞
え
ん
瓦
葺
き

男
は
損
　
出
稼
ぎ
用
に
居
る
如
た
る

帰
省
し
て
　
家
族
み
ん
な
が
胃
拡
張

独
り
ご
つ
　
ボ
ケ
て
に
ゃ
お
ら
ん
蘭
づ
く
り

男
は
損
　
失
業
し
て
も
世
帯
主

（阿
蘇
御
神
火
会
）

武
田
　
南
郷

佐
伯
　
文
雄

熊
川
　
豊
泉

松
野
　
笑
声

上
井
加
根
女

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

渡
辺
　
雲
海

篠
田
　
凡
才

林
田
　
一
声

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

堀
田
　
蘇
仙

浦
塚
　
南
天

（高
森
菜

の
花
句
会
）

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

●
Ｆ
ｒ
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Ｈ
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債

、

住
み
つ
き
し
猫
捨
て
き
れ
ず
虫
す
だ
く

空
蝉
や
慈
母
観
音
の
お
ん
肩
に

秋
気
澄
む
庭
に
安
ら
ぐ
心
か
な

合
宿
を
終
え
た
る
孫
の
日
焼
け
か
な

天
高
し
ヘ
リ
忙
し
や
噴
火
口

霧
か
け
て
秀
峰
根
子
を
や
さ
し
く
て

照
り
陰
り
せ
わ
し
き
峡
の
稲
実
る

表
札
に
ピ
ア
ノ
教
室
秋
ざ
く
ら

七
草
に
埋
も
れ
て
や
さ
し
野
の
仏

花
摘
み
の
篭
に
あ
ふ
れ
し
秋
千
草

色
と
言
う
も
の
で
残
り
し
野
の
紫
苑

τ童士
_口 ″ ▲

Fヽ・■

《
平
成
十
年
十
月

一
日
施
行
》

一
、
軽
微
違
反
者
請
習

違
反
点
三
点
以
下

の

「軽
微
違

反
」
の
累
積
点
が
六
点

に
な

っ
た

者
は
、
公
安
委
員
会

の
通
知
後
、

一
ヶ
月
以
内

に

「違
反
者
講
習
」

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

二
、
高
齢
者
請
習
制
度

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

が
免
許
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
有
効
期
間
が
満
了
す

る
日
の
前
、
二
ヶ
月
以
内
に

「高

齢
者
講
習
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
既
に
昨
年
十
月
三
十
日

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
高
齢
歩

行
者
の
保
護
、
高
齢
運
転
者
の
保

護
な
ど
高
齢
化
社
会
に
対
処
す
る

法
の
改
正
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高

森

警

察

署

ＴＥ

　

２

・
０

１

１

０
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こ

全
国
で
地
域
安
全
運
動

を
実
施

《発月 ′自撚「文化・うまιlもん》
～ 切 〃申央 77″ がおもしろい～

熊本、大分、宮崎3県の77市町村で構成する「九州中央
地域連携推進協議会」では、各地のイベントや観光施設を共

同でPRす ることで、圏域のすばらしさを多くの人に知って
もらうため、スタンプ3つ以上でペア宿泊券や特産品が抽選

で当たるスタンプラリーを下記の要領で実施します。

皆さん、秋の九州中央を旅して、豊かな自然・文化、楽し

いイベント、そしてうまいものをみつけませんか。 (詳細は

リーフレットをご覧ください。)

1.実施期間/平成 10年 10月 ～平成 11年 1月末
2.賞  品/①スタンプを3つ集めると、各町村の特産品

②スタンプを4つ集めると、九州中央地域の
ペア宿泊券が当たります。

3.:J― フレット設置場所/高森町高森 2188-1

高森町観光協会 (T[]L2-2233)

【問い合わせ先】

高森町役場 企画課 TEL 2-1111(内 線 158)

ノ



第
１５
回
　
少
年
剣
道
招
待
錬
成
大
会

八
月
二
十
二
日

（土
）
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
高
森
町
少

年
剣
道
招
待
錬
成
大
会
（今
村
俊
男
会
長
）が
、
今
年
も
高
森
中
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
小
学
校
男
子
四
十
八
、
女
子
二

十
五
、
中
学
校
男
子
四
十
二
、
女
子
二
十
二
の
各
団
体
と
個
人
参
加
を
含

み
、
約
八
百
名
と
い
う
た
く
さ
ん
の
選
手
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
高
森
の
選
手
も
大
健
闘
。
小
学
校
の
部
で
は
男
子

・
女
子
団
体
戦

で
の
ア
ベ
ツ
ク
優
勝
や
個
人
戦
で
は
小
学
校
高
学
年
の
部
で
優
勝

。
準
優

勝
、
小
学
校
女
子
の
部
で
の
優
勝
な
ど
、
そ
の
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

団
体
の
部

■
小
学
校
男
子
　
優
勝

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

（選
手
　
木
村
允
哉
、
松
本
泰
紀
、

本
津
京
三
、
住
吉
桂
志
、
植
田
雄
貴
）

■
小
学
校
女
子
　
優
勝

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

（選
手
　
石
坂
　
怜
、
高
木
祥
恵
、

石
坂
　
彩
）

団
体
優
勝
チ
ー
ム

■
中
学
校
男
子
　
久
木
野
中
学
校

■
中
学
校
女
子
　
西
山
中
学
校

個
人
戦
の
高
森
選
手
結
果

■
小
学
校
男
子
高
学
年
　
植
田
雄
貴

（優
勝
）
、
本
津
京
三

（準
優
勝
）

■
小
学
校
女
子
　
石
坂
彩

（優
勝
）

体
力
つ
＜
り
阿
蘇
南
部
大
会

高
森
各
チ
ー
ム
上
位
入
賞

阿
蘇
南
部
六
か
町
村
民
が
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
積
極
的
に
体
力
つ
く
り

を
展
開
す
る
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
広
く
町
村
民
に
呼
び
か
け
、

フ
ア
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
基
本
と
し
た
体
力
つ
く
り
の
推
進
を
図
ろ
う
と
、

九
月
二
十
三
日
の
秋
分
の
日
に
山
村
広
場
等
で
南
阿
蘇
の
六
か
町
村
と
教

育
委
員
会
、
阿
蘇
南
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
高
森
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
が
主
催
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
の
予
選
で
勝
ち
抜
い
て
き

た
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
親
子
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
い
ず
れ
も

高
森

の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、　
一
般
の
部
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
も
優

勝
や
パ
ー
ト
優
勝
な
ど
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
体
力
を

つ
け
る
、

皆
さ
ん

「ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
で
す
、

何
か
の
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
か
き

ま
せ
ん
か
？

●
・
　

●

　

・
・
　
　
・

試
含
結
果
八
本
町
関
係
分
）

・
■
‐
　
．■
●
―
●
．
　

●
・

親
子
ソ
フ
ト
ボ

ト
ル
（山
村
広
場
）

Ａ
パ
ー
ト
優
勝
　
高
森
東
小

Ｂ
パ
ー
ト
優
勝
　
草
部
南
部
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（休
暇
村
南
阿
蘇
）

一
般
団
体
の
部優
勝
　
高
森
チ
ー
ム

一
般
個
人
の
部

（１
０
４
名
出
場
）

準
優
勝
　
古
澤
勝
子
（旭
通
）

七
位
　
　
桐
原
ミ
ヤ
子
（昭
和
）

十
位
　
　
田
上
　
来
（旭
通
）

親
子
団
体
の
部

優
勝
　
　
一局
森
東
小

準
優
勝
　
色
見
小
Ｂ

三
位
　
　
色
見
小
Ａ

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（高
森
中
学
校
体
育
館
）

Ａ
パ
ー
ト
　
旭
チ
ー
ム

（３
位
）

Ｂ
パ
ー
ト
　
カ
ト
レ
ア

（３
位
）

Ｄ
パ
ー
ト
　
は
な
し
の
ぶ

（
一
位
）

Ｅ
パ
ー
ト
車
部
フ
レ
ン
ズ

（３
位
）

◆

住

民

の
方

に
知

っ
て
欲

し

い
届

け
出
◆

屋
外
で
の
規
模
の
大
き
い
ゴ
ミ
焼
却
や
野
焼
き
な
ど
、

付
近
の
住
民
か
ら
み
て
火
災
と
勘
違
い
さ
れ
そ
う
な
煙
、

又
は
火
炎
を
発
す
る
場
合
は
、
そ
の
責
任
者
が
消
防
署

に
サーーー
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（火
災
予
防
条

例
四
十
五
条
）
こ
れ
は
近
所
の
人
が
火
災
と
思
い
こ
ん

で
通
報
し
た
際
に
、
本
当
の
火
災
か
ど
う
か
確
認
を
と

る
と
き
に
使
用
し
た
り
、
又
近
く
に
火
の
気
の
も
の
が

置
い
て
な
い
か
危
険
性
が
な
い
か
な
ど
を
調
べ
る
為
に

書
類
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
左
記
の
届
け
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
火
災
と
ま
ざ
わ
し
い
煙
ま
た
は
火
炎
を
発
す
る
恐
れ

の
あ
る
行
為

（野
焼
き
、
枯
れ
草
、
雑
本
、
廃
材
、
煙
殺
虫
剤
）

②
煙
火
の
打
ち
上
げ
ま
た
は
仕
掛
け

（玩
具
用
煙
火
を

除
く
）
　

（打
ち
上
げ
花
火
、
仕
掛
け
花
火
）

③
劇
場
以
外
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
、

演
劇

・
映
画
そ
の
他
の
催
し
物
の
開
催

④
露
店
の
開
設
、
路
上
の
工
事
ま
た
は
荷
物
の
搬
入
な

ど
で
、
消
防
隊
の
活
動
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為

（夜
市
や
出
店
な
ど
車
道
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
緊
急

車
両
が
通
れ
な
い
場
合
な
ど
）

⑤
工
事
を
施
工
す
る
た
め
の
現
場
事
務
所
等
の
設
置

●

①
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
前
日
ま
で
に
口
頭
で
届
け
て

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
１
１
９

・
番
で
は
な
く
、
所
轄
消
防
署

（南
部
分
署
２
１
９
０
３

４
、
野
尻
草
部
分
駐
所
４
１
０
２
１
９
、
蘇
陽
分
駐
所

０
９
６
７
１
８
３
１
０
１
１
８
）
の
一
般
加
入
電
話
ヘ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

L L
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●  ●

9月 21日 、国道 325号線バイパス豆塚前での交通キャンペーン風景。高森町
交通安全推進協議会 (交通安全母の会、交通安全協会各支部、町交通指導員、高
森警察署等、また、今回から工業団地連絡協議会も参加)の皆さんが、通りか
かる車両に交通安全を呼びかけました。

草部南部小児童も「ねがい鶴」で交通安全を呼びかけ (草部南部支

部キャンペーン)
9月 26日 (土 )午後 1時、草南小PTAと共催による草部南部支
部キャンペーン風景。同地区で取れたゆで栗と草南小児童が交通安
全の願をかけた「ねがい鶴」を贈り、交通安全を呼びかけました。通
りかかつたドライバーたちは小学生から贈られた「ねがい鶴」を車
にかけながら安全運転を誓つていました。

議会交通キャンペーン 国道325号線バイパス豆塚前 9月 24日
各市町村でも様々な交通キャンペーンが実施されていますが、春と

秋の 2回、議会議員全員によるキャンペーンが行われるのは珍しい。
議員さんの交通行政に取り組む姿勢の現れと思われます。

皆さん ご協力ありがとうございました

（キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
は
来
月
十

一
月
号
で
も
紹
介
し
ま
す
。
）

地
域
や
学
校

・
園
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●●量
曰
目
ｒ

阿蘇広域行政消防本部
南音FI分署   TEL 2… 9034

11月 9日～15日 秋の全国火災予防週間

Bパート優勝の車部南部小学校チーム優勝の高森東小学校チーム

(7)

み
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国民体育大会
ック大会

阿蘇ははじめての勤務です よろしくお願いします

８
／
２１
～
２３

高
森
町
民
体
育
館

神
奈
川
国
体
へ
の
予
選
大
会
開
催

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

（全
日
本
都
市

対
抗
テ
ニ
ス
大
会
）
に
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
本
町
で
開
催
さ
れ
る

「く
ま
も
と

・

未
来
国
体
」
テ
ニ
ス
競
技
大
会
の
次
の
仕
事
に
つ
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
の
で
応
募
く
だ
さ
い
。
（ス
タ
ツ
フ
衣
服
等
進
呈
）

電
話
２

・
２
９
９
１

（高
森
町
民
体
育
館
）

ふれあいをめざします

高森警察署長 島 田  誠 也

と＋可

Ｔ
Ｊ
　

饉
Ｅ

口
四
　

●
■

森

安

吉同∵
払
′口‐

・、
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ｒ
ｖ
　

´
υ

し

ん

自然あふれる美

まちの皆さ

●  ●

八
月
二
十
日
付
の
熊
本
県
警
異
動
に
よ
り
、
安
竹
署
長
の
後
任
と
し
て
島

田
誠
也
署
長

（前
高
速
道
路
警
察
隊
勤
務
）
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

島
田
署
長
は
阿
蘇
で
の
勤
務
は
始
め
て
と
の
こ
と
で
、
阿
蘇
の
山
々
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
の
豊
か
さ
に
ま
ず
感
動
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
私
た

ち
は
感
じ
な
か
っ
た

「路
上
に
ゴ
ミ
な
ど
が
落
ち
て
い
な
く
美
し
い
」
と
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
見
怖
そ
う
に
見
え
る
署
長
さ
ん
で
す

が
気
さ
く
で
優
し
い
お
人
柄
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。山
歩
き
が
好
き
と
の

こ
と
で
休
日
に
は
管
内
の
山
々
を
散
策
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

八
月
二
十
日
付
で
高
森
警
察
署
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
永
い
歴
史
と
伝
統
の
中
に
息
づ
い
て
き
た
、
こ
こ
高
森
に

お
き
ま
し
て
仕
事
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
同
時
に
、
管
内
五
か
町
村
、
二
万
五
千
余
名
の
地
域

住
民
の
生
活
と
安
全
を
確
保
す
る
責
任
者
と
し
て
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

県
警
に
入
り
ま
し
て
三
十
五
年
有
余
、
阿
蘇
地
方
で
の
勤
務
は

は
じ
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
各
位
か
ら
特
に

「高
森
は
良
か

所
」
と
聞
き
、
胸
を
躍
ら
せ
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

着
任
以
来
、
日
ご
と
町
内
を
散
策
し
て
感
じ
ま
し
た
こ
と
は
、

一
、
朝
夕
に
変
化
す
る
阿
蘇
五
岳

（特
に
根
子
岳
）
の
眺
望
に
感

嘆
し
た
こ
と
。

二
、
住
民
の
方
々
が
素
朴
で
民
情
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
。

三
、
街
並
み

・
街
路
等
、
綺
麗
で
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
こ
と
。

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

現
在
ま
で
高
森
町
は
、
南
阿
蘇
地
方
に
お
け
る
産
業

・
文
化

・

交
通
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
後
益
々
そ
の
比
重
は
増
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
当
面
、
来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会
の

テ
ニ
ス
競
技
会
場
と
し
て
、
全
国
の
お
客
様
を
迎
え
る
べ
く
準
備

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
行
楽
客
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
お

客
様
が
、
再
度
こ
の
地
を
訪
れ
る
よ
う
、
安
全
で
心
豊
か
な
高
森

づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、
雄
大
な
大
阿
蘇
の
自
然
風
光
に
溶
け
込
み
な
が
ら
、

治
安
の
維
持
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

順
調
に
進
む
高
森
町
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
制
作

本
誌
八
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
を
進
め

て
い
る
高
森
町
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
録
画
撮
り
が
順
調
に
進
み
九
月
十
八
日
に

県テニス選手団大健闘 めざせ神奈川国体上位入賞 !

10/23から「神奈川ゆめ国体」開催

熊本県選手団は全種目に出場 !

■
手
話
通
訳
ス
タ
ッ
フ

■
カ
メ
ラ

・
ビ
デ
オ
ス
タ
ツ
フ

■
接
待
ス
タ
ツ
フ

■
会
場
美
化
ス
タ
ツ
フ

■
観
光
案
内
ス
タ
ッ
フ

■
駐
車
場
整
理
ス
タ
ツ
フ

■
そ

の
他
、

「
こ
ぎ

ゃ
ん
仕
事
は

い
ら
ん
ど
か
？
」

「わ
た
し

ゃ
こ

ぎ

ゃ
ん
と
は
で
き
る
ば

っ
て
ん
」

な
ど
、
皆

さ
ん

の
ア
イ

デ
ア
や

「売
り
込
み
」
も
大
歓
迎
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●  ●
は
高
森
温
泉
館
で
シ
ナ
リ
オ
発
表
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
毎

月
完
成
す
る
ま
で
制
作
状
況
を

「住
民
手
作
リ
ビ
デ
オ
制
作
」
だ
よ
り
と

し
て
本
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業

～

「住
民
手
作
リ
ビ
デ
オ
制
作
」
だ
よ
り
～

高
森
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
制
作
班
は
、
高
森
の
夏
を
撮
り
逃
さ
な
い
よ
う
に

キ
ヤ
ン
プ
場
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
、
湧
水
ト
ン
ネ
ル
、
夏
祭
り
な
ど
を
撮
影

し
ま
し
た
。

中
で
も
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
三
部
に

（高
森
人
情
編
）
使
わ
れ
る
風
鎮
祭
の

撮
影
で
は
、
日
覚
し
、
に
わ
か
、
造
り
物
な
ど
、
夜
中
ま
で
続
く
人
間
ド

ラ
マ
に
、
ス
タ
ッ
フ
も
く
た
く
た
に
な

っ
て
撮
影
し
ま
し
た
。
気
が
つ
い

て
み
る
と
十
数
時
間
も
の
撮
影
テ
ー
プ
。
こ
れ
を
数
分
間
に
ま
と
め
る
の

が
ま
た
大
変
な
作
業
で
す
。

風
鎮
祭
は

「肥
後
三
馬
鹿
騒
ぎ
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
を
と
お

し
て
み
た
に
わ
か
の
練
習
や
造
り
物
の
制
作
風
景
で
は
地
道
で
ひ
た
む
き

な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
祭
り
本
番
と
は
違

っ
た

一
面
が
発
見
で
き
ま
し
た
。

夏
の
撮
影
を
締
め
く
く

っ
た
の
が
地
元
川
部
さ
ん
運
転
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
か
ら
の
空
撮
で
す
。
こ
の
映
像
で
ビ
デ
オ
の
グ
レ
ー
ド
が
ア
ツ
プ
す

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
～
制
作
班
日
記
よ
り
～

大会ボ

高森阿蘇神社夏祭りを取材する制作班

シナリオ発表記者会見 (高森温泉館)

(13)

大会ボランテイアは

競技会期間中だけでは

ありません。 大会前
の7月 15日にも草部
母子会や町の有志の

方々に、のぼり旗組立

や配布物袋詰めなどに

協力をいただきまし

た。

(8)来年の国体の成功をめざして

El 森の皆様へ 着任のご挨拶

↓
`〕

1999高森国体
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8/21～ 23 高森町民体育館に九州内のテニス選手の
精鋭が集結6神奈川国体出場権をかけて熱戦が繰り広げら
れた。                    ・
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朝
夕
は
だ
い
ぶ
ん
涼
し
く
な

っ

て
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

寒
く
な

っ
て
く
る
と
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
で
す
が

「腰
痛
」

「膝
痛
」
が
あ
る
た
め
外
に
は
あ

ま
り
で
な
い
と
い
う
人
も
多
い
よ

う
で
す
。
本
町
で
も
中
年
以
降
に

な
る
と

「足
腰
が
痛
い
」
と
い
う

声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
か
ら
だ
が
歪
む
と
あ
ち
こ
ち

に
こ
り
や
痛
み
、
障
害
を
起
こ
す

こ
と
を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
で

は
、
か
ら
だ
の
歪
み
と
は
い
っ
た

い
な
ん
で
し
ょ
う
。

か
ら
だ
の
歪
み
は
三
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず

一
つ
目
は
、
立

っ
た
と

き
に
左
右
の
ど
ち
ら
の
足
に
体
重

が
か
か
る
か
と

い
う
か
ら
だ
の
左

右

の
歪
み
、
二
つ
目
は
立

っ
た
と

き
に
つ
ま
先
と
か
か
と
の
ど
ち
ら

に
体
重
が
乗
り
や
す

い
か
と

い
う

か
ら
だ
の
前
後
の
歪
み
、
三

つ
目

は
立

っ
た
と
き
に
足
の
内
側
と
外

側

の
ど
ち
ら
に
体
重
が
乗
り
や
す

い
か
と

い
う
か
ら
だ

の
内
外

の
歪

み
で
す
。

肩

こ
り
や
膝
痛
、
腰
痛
等
で
か

ら
だ
の
ど
ち
ら
か
片
方
が
痛
ん
だ

り

こ

っ
た
り
し
て
い
る
と
き
は
、

片
方

に
ば
か
り
体
重
が
か
か
り
、

か
ら
だ
が
横
に
曲
が

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
両

足
に
均
等
に
体
重
が
か
か
る
よ
う

に
調
整
し
て
あ
げ
る
と
よ

い
の
で

す
。
ま
た
、
足
の
外
側
ば
か
り
に

体
重
が
か
か
る
と
骨
盤
が
開

い
て

き
ま
す
。
す
る
と
お
腹
が
せ
り
出

し
て
肥
満

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
腰

痛
や
膝
痛
を
起

こ
し
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
足
の
内
側
に
体
重
が
か
か

る
よ
う
に
調
整
し
て
あ
げ
る
と
よ

い
で
す
。
こ
う

い
う
歪
み
を
調
整

す
る
の
が
、
歪
み
を
た
だ
す
と

い

う
こ
と
な
の
で
す
。　
一
番
よ
い
の

は
、
片
足
で
立

っ
て
も
ぐ
ら

つ
か

な

い
安
定
し
た
骨
格
を
作
る
こ
と

で
す
。
さ
て
左
右

の
足
に
か
か
る
体
重

の
位
置
を
重
心
と

い
い
ま
す
。
そ

の
重
心
が
片
寄

っ
て
し
ま
う
と
ど

ん
な
症
状

が

で
る

の
で
し

ょ
う

か
。
立

っ
て
い
る
と
き
、
重
心
が

か
か
る
方
の
足
を

「軸
足
」
と
い

い
ま
す
。
重
心
が
か
か
っ
て
い
る

方
の
足
は
強
く
床
を
足
を
踏
ん
張

ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
長
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ス
に
座

っ
て
い
る
と
き
お
尻
の
左

右
で
体
重
が
片
寄

っ
て
い
る
方
を

「軸
尻
」
と
い
い
ま
す
。
座
る
仕
事

の
場
合
、
重
心
の
か
か
っ
て
い
る

軸
尻
は
下
に
下
が
り
ま
す
。
す
る

と
重
心
の
か
か
っ
て
い
な
い
方
の

腰
が
縮
ん
で
か
た
く
な
り
、
背

中
、
肩
、
腰
、
首
等
に
こ
り
が
発

生
し
ま
す
。
こ
れ
が
腰
痛
や
肩
こ

り
の
始
ま
り
で
、
重
心
の
歪
み
に

よ
る
こ
り
や
痛
み
で
す
。
足
の
痛

み
は
、
重
心
側
の
膝
が
痛
く
な

っ

た
り
、
反
対
側
の
腰
が
痛
く
な

っ

た
り
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
痛
み
を
取
る
に
は
、

足
の
長
さ
を
そ
ろ
え
、
か
ら
だ
の

歪
み
を
直
し
重
心
を
左
右
、
前

後
、
内
外
と
均
等
に
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
操
体
法
で
す
。

操
体
法
の
具
体
的
方
法
に
つ
い

て
は
、
次
回
掲
載
予
定
で
す
。

１。
月
２３
日
か
ら
神
奈
川
団
体

県
選
手
団
の
健
闘
を
祈
る

今
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
開
催
さ
れ

る

「か
な
が
わ

・
ゆ
め
国
体
」
の
予
選

会
と
な
る
「九
州
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
」
が
、

八
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
高
森

（高
森
町

民
体
育
館
）
と
久
木
野

（グ
リ
ー
ン
ピ

ア
南
阿
蘇
）
で
も
テ
ニ
ス
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
国
体
に
出
場
で
き
る
の
は
九

州
を

一
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
、
成
年

男
子
で
六
県
、
成
年
女
子
で
五
県
、
少

年
男
女
で
そ
れ
ぞ
れ
三
県
の
延
べ
十
七

チ
ー
ム
で
あ
り
、
全
県
全
種
目
で
出
場

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
各
県
選
手
団
は

国
体
出
場
権
を
競
っ
て
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
熊
本
県
選
手
団
は
成

年
男
女
、
少
年
男
女
の
全
種
日
で
国
体

出
場
権
を
獲
得
し
、
来
年
の
く
ま
も

と
。未
来
国
体

へ
も
弾
み
を
つ
け
ま
し

た
。特
に
、
少
年
男
子
は
初
優
勝
し
、
少

年
女
子
も
初
め
て
の
国
体
出
場
権
を
獲

得
し
て
選
手
団
も
大
喜
び
。
十
月
二
十

三
日
か
ら
の
神
奈
川
国
体
で
の
上
位
入

賞
を
目
指
し
て
団
結
と
大
会
ま
で
の
練

習
強
化
を
誓

っ
て
い
ま
し
た
。

高
森
町
と
久
本
野
村
で
も
来
年
の
国

体
テ
ニ
ス
競
技
大
会
の
成
功
を
目
指
し

て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
中
、
熊
本
県

選
手
団
全
種
目
の
代
表
権
獲
得
は
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
神
奈
川
国
体
で
の
健
闘

を
祈
念
致
し
ま
す
。

国

体

出

場

県

名

九
州
代
表
が
ん
ば
れ
―

▽
成
年
男
子
の
部

（九
州
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
六
県
出

場
）
　

福
岡
、
長
崎
、
宮
崎
、

佐
賀
、
鹿
児
島
、
熊
本

▽
成
年
女
子
の
部

（九
州
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
五
県
出

場
）

宮
崎
、
熊
本
、
福
岡
、
鹿

児
島
、
佐
賀

▽
少
年
男
子
の
部

（九
州
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
二
県
出

場
）

熊
本
、
福
岡
、
沖
縄

▽
少
年
女
子
の
部

（九
州
ブ

回
ツ
ク
か
ら
三
県
出

場
）

福
岡
、
熊
本
、
佐
賀

第
五
十
三
回

か
な
が
わ

・
ゆ
め
国
体

日
　
程
　
表

■
成
年
男
女
の
部
　
川
崎
市

■
少
年
男
女
の
部
　
平
塚
市

▼
九
月
二
十
五
日

（金
）

テ
ニ
ス
競
技
抽
選
会
（平
塚
市
）

▼
十
月
二
十
三
日

（金
）

午
後
五
時

（川
崎
市
）

代
表
者

・
監
督
会
議

▼
十
月
二
十
四
日

（土
）

開
会
式

（全
競
技
種
目
の
総
合

開
会
式
）
（横
浜
市
）

▼
十
月
二
十
五
日

（日
）

午
前
八
時
半

開
始
式

（川
崎
市
と
ど
ろ
き
ア

リ
ー
ナ

・
平
塚
市
総
合
体
育
館
）

競
技
開
始

（二
十
八
日
ま
で
）

▼
十
月
二
十
八
日

（水
）

午
後

一
時

表
彰
式

（川
崎
市

・
平
塚
市
）

高
森
町
・
国
体
推
進
室
　
阿
蘇
郡
高
森
町
上
色
見
２
８
１
３
　
一口森
町
民
体
育
館
内

．　
　
　
　
電
　
話
　
２

・
２
９
９
ｌ
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２

・
０
９
８
７

■
一
■

●  ●

」Ц函

′
′
「いに

ゼ
脳
ね
脳

０

１‐

―‐

リ

Л

＝

ｌｙｌ

Ｖ

∩
Ⅷ●  ●

に高森から2名参加
9/21熊本県庁 AV会議室

熊本県主催「国体 住民ディレクター養成講座」

草部の佐藤次信さんと高森の田代靖人さんも力作発表

食事で差がつくからだづくり 健康への 1ページ
◆今すぐ始めたい「高血圧予防」
あなたの血圧はどのくらいですか? 現在血圧が高くなくても、遺伝が
あるとそのうちに血圧が上がってくることがあります。
もちろん塩分を減らすだけが注意点ではありません。積極的に取って欲

しいものがあります。それは、ミネラルのカリウムとカルシウム。カリウ

ムは過剰の塩分を尿中に排泄しますし、カルシウム不足は血圧を上げるこ

とに関係があります。また意外なところでは植物繊維が塩分を吸着して体

外に排泄する働きを持っているのです。

ぜひとってほしい食品は、カリウムや食物繊維を多く含む野菜や果物、

海藻、きのこ類です。カルシウムは牛乳や乳製品、青菜類、ごまに多く含

まれます。『いつもの食事にちよつとプラス』を心がけましょう。

今月の3箇条
1,調味料はけちけち控えめに
しょうゆやソースなどの調味料はまず一口食べて味を確かめてからかけましょう。

2,汁はなるべく残す
うどんやラーメンの汁に含まれる塩分は残すだけで大幅にカットできます。

3,乳 製品、野菜、果物を毎日とる
どれも意識的にとらないと不足しがち。しっかり食べましょうe

来
年

の
熊
本
国
体
を
前
に
し
て
、
熊
本
県
で
も
各
種
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
養
成
講
座
が
開
講
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
国
体
記
録
だ
け
で
な
く
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
記
録
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た

「住
民

デ
イ
レ
ク
タ
ー
」
養
成
講
座
に
、
本
町
の
佐
藤
次
信
さ
ん

（大
字

草
部
）
と
田
代
靖
人
さ
ん

（大
字
高
森
）
が
応
募
。
八
月
十
九
日

か
ら
九
回
に
わ
た
る
研
修
会
に
参
加
し
て
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
技
術
や

編
集
、

コ
メ
ン
ト
制
作
な
ど
を
プ

ロ
の
指
導
者
か
ら
学
び
ま
し

た
。
九
月
二
十

一
日

（月
）
、
こ
の
集
大
成
と
し
て
の
作
品
発
表

会
と
閉
講
式
が
熊
本
県
庁
の
多
目
的
Ａ
Ｖ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

佐
藤
さ
ん
と
田
代
さ
ん
も
力
作
を
発
表
し
、
場
内
の
皆
さ
ん
は
高

森
の
良
さ
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。佐

藤
次
信
さ
ん

（写
真
左
）
と
田
代

靖
人
さ
ん
。
お
二
人
の
作
品
か
ら
は
、

ど
う
捉
え
、
ど
う
や
っ
て
伝
え
る
か
に

苦
心
の
跡
が
偲
ば
れ
る
。
三
分
間
の
ビ

デ
オ
の
中
に
伝
え
る
こ
と
を
凝
縮
す
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。

た

ろ
み
も

た
ち
域
さ

を
も
地
切

み
は

大ヽ

重
介
ど
る

な

け
り
続
祭
り
や
守
承
げ
継
上
の
り
楽
盛
神

で

■ ,1嬌 薇

鷲
'や

鈴 木 健 ニ

l 感
|

ｒ

．

田代靖人さんの作品
「大河 は無 けれ ど水のふ るさと」

高森に川はあるものの水はほとんど

流れていない。自川の源流であるは

ずなのに水はどこから湧いて くるの
か つ・・・素朴な疑間に田代さんは
カメラを片手に上流へと進み大村の

水源にたどりつ く。
また、分水嶺の町高森と豊富な森林
資源からうまれる地下水が下流域に水
を供給している 「水のふるさと高森」
を紹介しながら、水と自然の大切さを
強 くうったえる作品。

(9)

佐藤次信さんの作品
「奥阿蘇の下 り宮」
神武天皇の第一皇子日子八井命が
祀られる吉見神社は、 「下り宮」と
して有名な神社。
長い下 り階段や歴史の
える拝殿、大杉などの紹

たえる。20年にも及ぶビデオカ
歴に研修で得られたコメン トづ

やカメラワークなど専門的知識
味されている素晴らしい作品。

ｅ
，
豪
一

なヽ

つ
ラ
リ
加

ん
ん
う
メ
く
が

$a6r#;6や
t卜ちやρ

おり抱へ ∩ν Vぐ
イ
ラ
ス
ト
高
崎
康
誌

口
■

口
旧
日
＝
一

一

ｏ

０

～にらバーグ～ (2人分)
れんこんのでんぶん質をつ 1人分の栄養価
なぎにするので卵は不要   琳′時 -゙ 300■。う里

□材料

鶏ひき肉 150g、 にら

1/2束、れんこん 150g、

レモン1/2個、大根おろ

し200g、 パセリ少々、

塩・こしょう少々、サラ

ダ油・しょうゆ適量
.」」鰹

□作り方

① にらは洗って小さく切っておく。
② れんこんは粗くすりおろし、鶏ひき肉を
入れたボールに入れる。

③ にらを②に入れ、塩、こしょうをして練り
混ぜ、好みの大きさに形を整える。

④ フライパンを熱して、サラダ油をひき、中
火で中まで火が通るように焼く

`レ
モンはく

し形に切り残りは大根おろしと混ぜる。

(12)
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～
か
ら
だ
の
歪
み
が

肩
こ
リ

ロ
腰
痛
の
も
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この社会 あなたの税が生きている

平成10年

第5回議
決
さ
れ
た
も
の
　

一

◇
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

平
成
十
年
二
月
五
日
の
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
決
さ
れ
た
中

村

・
論
地
線
災
害
復
旧
工
事
請
負

契
約
の
う
ち
、
工
事
内
容
の
変
更

の
た
め
契
約
金
額
を

「四
千
九
百

四
十
三
万
九
千
三
百
五
十
円
」
を

「五
千

一
万
九
千
二
百
五
十
六
円
」

に
変
更
す
る
契
約
締
結
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

奥
さ
ま
と
税

パ
ー
ト
タ
イ
ム

で
働
く
奥
さ
ま

に

と

っ
て
、
気

に
な

る
の
が
収
入
と
税

金

の
関
係
で
す
。

《
本
人
に
対
す
る
税
》

通
常
、
パ
ー
ト
収
入
は
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
は
年

収
が
百
四
十

一
万

一
千
円
未
満
で

あ
れ
ば
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん

（特
別
減
税
控
除
後
）
。

《
ご
主
人
に
対
す
る
税
》

ご
主
人
に
所
得
が
あ
り
奥
さ
ま

に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合
、
ご

主
人
は
、
奥
さ
ま
の
収
入
に
応
じ

次
の
と
お
り
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
配
偶
者
控
除
は
、
奥
さ
ま
の

パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が
百
三
万
円

ま
で
で
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
奥
さ

ま
の
所
得
に
よ

っ
で
調
整
さ
れ
ま

す
が
パ
ー
ト
収
入
が
百
四
十

一
万

円
未
満
で
あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が

で
き
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
外
交
員
や
集
金

人

・
検
針
員
等
の
報
酬
や
内
職
に

つ
い
て
は
パ
ー
ト
収
入
と
異
な
る

計
算
方
法
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

阿

蘇

税

務

署

■
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

9月 7日

Ａ
Ｗ
ｍ
籠
硼

＝
硼
�
中
＝

熊
本
国
税
局

酒
税
課

ＴＥＬ
０

９

６

・
３

５

４

・
６

１

７

１

十
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（六
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（十

一
月
二
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

趾
膳М

二
十

一
世

紀

の
高

森

農

業

を

担

う

認
定

農

業

者

の
会

総

会

　

開
催

九
月
四
日
、
南
阿
蘇
畜
産
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
明
日
の
高

森
農
業
を
担
う
認
定
農
業
者
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
町
の
認
定
農
業
者
は
、
現
在
で
は
六
十
二
個
人
、
一
法
人

で
郡
内
で
は
二
番
目
。
ど
こ
の
市
町
村
で
も
組
織
化
は
し
た
も
の

の
実
際
に
活
動
が
で
き
て
い
る
の
は
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
町
で
は
女
性
部
や
、
青
年
の
支
援
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
総
会
で
は

「農
業
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
」
と
題
し
て
菊
池
市
の

認
定
農
業
者
第

一
号
の
コ
ツ
コ
フ
ア
ー
ム
代
表
の
松
岡
義
博
さ
ん

の
請
演
が
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
参
加
し
た
会
員
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
総
会
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
会
員
の
親
睦
を

兼
ね
た
情
報
交
換
会
が
遅
く
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
農
業
士
講
座
開
請
　
Ю

八
月
二
十
七
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
本
年
度
第

一
回
目
の
女
性
農

業
士
講
座
が
開
講
さ
れ
、
「農
家
経
営
に
お
け
る
女
性
の
役
割
」
と
題
し

て
、
熊
本
農
業
女
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（熊
本
県
農
業
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
認
定
さ
れ
た
六
十
八
人
で
結
成
）
代
表
の
澤
田
美
也
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
の
講
演
が
あ
り
、
参
加
し
た
受
講
生
は
農
業
を
仕
事
だ
け
と
考
え

ず

一
部
分
は
趣
味
と
し
て
自
分
の
時
間
を
見
つ
け
だ
し
た
澤
田
さ
ん
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
に
感
心
す
る
と
と
も
に
何
ら
か
の
農
業
に
対
す
る
活
路
を
見

つ
け
だ
し
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
簿
記
記
帳
に
つ

い
て
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
講
座
は
十
二
月
ま
で
に
五

回
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
の
受
講
生
は

「認
定
農
業
者
の
会
」
の
女
性
部
。
共
通
の
課

題
に
対
し
て
助
け
合
い
学
び
合
い
、
農
業
の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●  ●

●  ●

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月
間

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

毎
年
十
月
を

「リ
サ
イ
ク
ル
推
進

月
間
」
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
は
、次
の

四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

Ｉ

ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
暮
ら
し
を

心
が
け
る
。

二
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
ま
わ
し
原
材

料
と
し
て
再
資
源
化
す
る
。

三
、使
用
済
み
製
品
を
再
利
用
す
る
。

四
、
廃
棄
物
を
通
正
に
処
理
す
る
。

ま
た
、
容
器
包
装
廃
棄
物

に
つ

い
て
消
費
者
、
事
業
者
及
び
行
政

が
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
と
し
た

「容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
、

昨
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。お
酒

の
容
器
等

に
つ
い
て
も
、

分
別
排
出
や
分
別
収
集
、
再
製
品

化
が
必
要
で
す
。

家
庭
や
職
場
、
地
域

で
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
、
よ

り

一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
　
―

は
お
気
軽
に
お
　
ヽ

た
ず
ね
く
だ
さ

国
民
年
金
だ
よ
り

※
年
金

の
届
出
や
問
い
合
わ
せ
は

基
礎
年
金
番
号

で
―

自
分
の
基
礎
年
金
番
号
知
っ
て
い
ま
す
か
？

お
手
元
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番

号
の
こ
と
で
す
。

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
等
の
節
目
節
目
に

は
、
役
場
の
国
民
年
金
担
当
に
必
ず
届
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
基
礎
年
金
番

号
が
必
ず
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話

な
ど
で
役
場
や
、
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談

さ
れ
る
時
に
も
、
基
礎
年
金
番
号
の
照
会
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

一
度
ご
確
認
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
先
の
年
金
に
関
す
る
各
種
届
書
や
問
い
合
わ
せ
は
、
基
礎
年

金
番
号
で
確
実
に
行

っ
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
係
　
国
民
年
金
担
当

Ⅲ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
番
）
ま
で

人生 80年時代

円内 松岡義博さん

大会スローガン

☆夢を描こう !家族で、仲間で、集落で。

☆家族経営協定で、就業環境整備の第一歩を踏み出そう !

☆組織の強化を図り、活力ある農業 ,農村を築き上げよう |

欣
17 11    ′
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して|の農業に対する思いを熱心に聞き

■

農
業
就
業
人
口
の
う
ち

半
数
以
上
は
女
性

で
す
。

女
性
の
農
業
に
果
た
す
役

割
は
大
き
く
な
り

つ
つ
あ

り
、
女
性
担

い
手
と
し
て

技
術
の
向
上
や
資
質
の
向

上
が
必
要
不
可
欠
と
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
経

営
主
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
農
業
の
経
営
管
理
能
力

を
高

め
、
国
際
感

覚
を

持

っ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
た
め
、
女
性
農

業
士
講
座
を
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
と
町
が
共
同

で
開
講
し
ま
し
た
。
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高森町美術工芸家協会は下記のとおり工

芸展を開催します。

皆様のご来場をお待ちしています。

期 日 10月 23日 (金 )～25日 (日 )
場 所 休暇村南阿蘇 セントラルロッジ
主 催 高森町美術工芸家協会


